
            

 石川丹院長 著「子育て親育ち読本（Ⅰ・Ⅱ）」を読んでいただけたでしょうか？ 

★★★ 今月のエピソード ★★★ 

10 月のれもんクラスのサポート講座で、”お子さんの成長”について伺った、ママ達のお話の一部をご紹介します。 

★A さん～ここに来て 1 か月。A は発達が遅いけど、良く食べ、良く寝る、ニコニコだし、手がかからない子。生ま 

れた時からゆっくりな事に慣れて、病気の事もずっとこのままなのかなと思っていた。日々の生活でいっぱいいっぱ 

いで、どう育てていったらいいのか、目標が見えなくて発達を諦めていた。楡に来て、友達もいて発達を諦めなくて 

いいんだ、色々と小さい階段を上がっているんだな～と思えるようになった。ニコニコ遊んでいるだけじゃなくて、 

私や周りが関わっていくと A も成長していくんだなと改めて感じている。（感動❤成長を信じ子育てしましょう！） 

★B さん～1 年前は殆ど食べれなかったご飯が、今は食べれるようになって、給食も完食するようになった。ご飯以 

外の時も声を出すようになり、あやすと笑う時もあって kids っぽい感じが出てきた。自分は毎日 

睡眠不足と闘っている。（B ちゃんの代弁をしながら、寝不足でも笑顔で頑張るママ❤素敵です） 

★C さん～4 月から二人ともこども園に通い始めた。お昼寝してから帰ってきて、それから訪問に 

来てもらったり、外来やリハビリに行ったりしている。保育園の子は走り回るし喋るしその中で、世話してもらえる 

というより、みんなと同じ関わり方で、メンタル強くなってきたし体力もついてきて、言葉も増えてきた。楡は母子 

だから甘えて、こども園だとしっかりやっていて面白いな～って思う。私は今までびっちり頑張っていたのが、やっ 

と３～４時間、自分の時間、ゆとりが出来た。（双子ちゃん∧4 人の男の子の肝っ玉ママ❤がんばれ～！）  

★D さん～今迄、D は人がいっぱいの場所にあんまり行く事がなかった。楡に来て慣れてきて今は我が道を行く感じ 

に。家では偏食だったけど、楡に来て私が隠して色々混ぜたりして食べさせてたら、家でもあれこれチャレンジして 

色々食べてくれるようになった。（あの手この手で、ママはいっぱい工夫してきましたね❤あっぱれ！） 

★E さん～楡に通い始めて 5年目。母子日は抱っこして～と甘えてくるけど、離れている時の成長ぶりと、出来る事 

が増えて感動している。最近はいっぱいご飯を食べるようになって、熱を出さなくなったし力も強くなってきた。前 

は「どうして嚙むの！」「何で投げるの！こわれるでしょ！」って怒って言ってたけど「子どもの行動には理由がある」 

ってわかってからは、噛むって不安？喋れないから何かして欲しいんだよな、構って欲しいんだろうな～って怒らな 

いように気を付けている。イライラする時は怒る事もあるけど自分なりに抑えていて、叩いてきた時 

「出たの？」って言ったら「でた！おしっこでた！」って E が言った。出たから取り替えてと言う事 

だったんだな～と分かった。（「好い事作り」の子育てを頑張ってきたママ！親子共に成長です❤） 

★F さん～春から夏にかけて感情のコントロールが出来なくて、癇癪がすごくて、火がつくと止められ 

なかった。楡でもホールに出たいって泣き過ぎてご飯が食べられなかったりで。これがずっとだったら 

どうしようと思った。でも最近、言葉の理解が進んできたので「～したら～だよ」と見通しを持てるよう説明するよ 

うにしたら「ベビーカー乗ったら買い物行けるよ」「～したら～行けるよ」って言うとベビーカーに乗れるようになっ 

たし「あと 10 数えたら帰るよ」と言うとちゃんと自分でベビーカーに乗って帰れるし、言葉で言って分かってくれ 

るようになってきたなと実感している。少し楽になったなと思う。心も成長してきているなと思う。楡のやり方を頑 

張っている。（F ちゃんの想定内作りを頑張るママ❤親も子に“分かってもらえる”と幸せですね）     田野 

 

の園だより 
 

 

 

「育てたように 子は育つ」（書:相田みつを 著:佐々木正美 小学館） 

の中にある、書家で詩人の相田みつをさんの”ことば”です。 

子どもにとって、最高に幸せな親の愛情表現、無条件の承認！ 

『好い事作りの土台』に、この思いがあれば健やかに子は育ちます。 

 

 

そのままで、いいがな 
できても、できなくてもそのままの◯でいい

よ。できた◯もできない◯も愛してるよ❤ 


